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1644年（*1）マンショ小西神父が殉教したのを最後に、日本には一人の神父もいなくなりました。それでも
キリスト教への取り締まりは、ますます厳しくなり、絵踏み、宗門改制度（*2）五人組制度などが行われました。
そのため、潜伏キリシタンたちは、見かけは仏教徒を装いながら、自分たちだけで密かに信仰を守り伝えていき
ました。 このように厳しい状態が来るのではないかと予想した宣教師たちは、信者たちに生き残る道を教えて
いました。 自由な時代に栄えた信心会（ミゼリコルディアの組、ロザリオの組など）をもとに、信者たちの秘密
の組織が作られました。
　　それは、次の3役で構成されました。
　　　1．帳方（ちょうかた）：毎年祝日を決める役、その秘伝を伝承している人。これを記したものを「お帳」または
　　　　　「日繰」といい、信仰生活のよりどころとしました。
　　　２．水方（みずかた）：洗礼を授ける役。集落ごとに1名、組織の最高権威者で世襲制をとっていました。授け
　　　　　役ともいいます。
　　　３．聞役（ききやく）：洗礼を授ける「水方」の助手役で、洗礼の時、水方が御用分（お授けの言葉）を間違わ
　　　　　ないように聞いている役目をすることから起こった名称といわれています。

また、長崎では「帳方」の家に集って、その週の「さし合い」の日（祝日）を聞いて帰り、各戸に触れ回る任務を
していたことに由来するともいわれ、「触役」ともいわれます。

こうして、組織の指導系統ができ上がり、250年間に及ぶ長い間、一人の神父もいないのに、信者たちは信
仰を伝えていったのでした。 秘密の組織は作ったものの、気づかれないように、隠れて信仰を守り伝えるのは
大変でした。そのため信者たちは、いろいろな工夫をしました。 檀家（だんか）制度によって、普段は仏教徒を
装っていた信者たちは、踏み絵を踏んだり、宗門改の時には口先だけで信仰を捨てたり、また葬式のために僧
侶を呼んだりしなければなりませんでした。しかし、その後で自分たちだけで葬式をやり直し、神のゆるしを求め
て、コンチリサン（痛悔）の祈りを唱えるのでした。 また、家には仏壇や神棚を置き、仏像や先祖の位牌（いは
い）もまつりましたが、それらをイエス様、マリア様の代わりにして、祈ることもしていました。マリア観音（かんの
ん）などが、その一つです。
　　注釈：
　*1：マンショ小西神父（1600－1644）
　　　　対馬出身、小西行長の孫といわれる。イエズス会に入り、1628年ごろローマで司祭叙。1644年殉教。
　*2：五人組制度
　　　　百姓5戸が１組となり、互いに連帯責任をもって火災、犯罪、訴訟、キリシタンなどの取り締まりに当たった。
　　　　組より申し出があれば、禁令に背いた者のみが処罰されたが、その組以外から申し出があったら、五人組
　　　　の者は名主・庄屋（一村の長）とともに処罰された。
 *3 かくれキリシタン
　　　　明治時代になり、キリスト教禁令が解かれると、潜伏キリシタンたちの多くがカトリック教会に戻っていった
　　　　のに対し、先祖から受け継いだ教えを守っていった人たち。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「日本のカトリック教会の歴史」より抜粋。

米 川 新 聞 ２６.４
　　歴史探訪シリーズ　「ふる里の歴史を知ろう　」

隠れキリシタンの生活

豊かな自然と伝統文化の郷 よねかわ
発行元： 米 川地 域振 興会
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地
域
を
元
気
に
！

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　
　
　
新
隊
員
ご
紹
介

震
災
の
体
験
や
６
年
間
の
思

い
出
を
、
皆
で
旅
立
ち
の
こ

と
ば
に
込
め
ま
し
た
。

　
新
隊
員
ご
紹
介

▽
氏
名
＝
萬
城
目
紀
徳
（
マ

ン
ジ
ョ
ウ
メ
ト
シ
ノ
リ
）
氏

▽
出
身
地
＝
千
葉
県
佐
倉
市

　
人
口
の
減
少
や
高
齢
化
が

著
し
い
米
川
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
お

な
じ
み
の
「
米
川
地
域
お
こ

し
協
力
隊
」
が
、
４
月
か
ら

２
名
体
制
で
活
動
し
ま
す
。

　
米
川
地
域
振
興
会
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
活
動
実
績
を
高

く
評
価
し
、
更
に
活
発
化
さ

せ
よ
う
と
、
ま
た
、
米
川
地

域
が
広
範
囲
な
こ
と
で
活
動

の
偏
り
を
な
く
す
目
的
で
、

市
や
国
に
増
員
を
要
望
し
て

お
り
今
回
実
現
し
た
も
の
。

　
萬
城
目
氏
は
、
震
災
時
被

災
地
支
援
（
Ｒ
Ｑ
で
活
躍
）

し
た
方
で
、
米
川
は
な
じ
み

の
地
域
。
「
誰
か
の
役
に
立

ち
た
い
」
と
の
思
い
か
ら
応

募
し
、
新
隊
員
と
な
り
ま
し

た
。
浦
田
隊
員
共
々
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

大
好
評
！

「
米
川
　
館

」

第
　
回
登
米
市
民
劇
場

「
夢
フ

ェ
ス
タ
水
の
里

」

　
　
　
付
帯
イ
ベ
ン
ト
　
　
　
　
米
川
地
域
振
興
会

　
第
１
６
回
登
米
市
民
劇
場

「
夢
フ
ェ
ス
タ
水
の
里
」
の

付
帯
イ
ベ
ン
ト
「
米
川
Ｐ
Ｒ

館
（
主
催
＝
米
川
地
域
振
興

会
）
」
を
、
３
月
１
日
、
２

日
の
両
日
、
登
米
祝
祭
劇
場

小
ホ
ー
ル
で
開
館
。
米
川
の

歴
史
・
文
化
・
人
物
等
の
写

真
パ
ネ
ル
展
示
。
マ
ネ
キ
ン

で
の
伝
統
行
事
再
現
。
竹
や

ホ
ダ
木
を
レ
イ
ア
ウ
ト
し
て

米
川
の
里
山
な
ど
を
再
現
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
、
地
域
活

性
化
、
ふ
る
さ
と
再
発
見
等

を
目
的
に
、
米
川
地
域
振
興

会
事
業
「
過
疎
集
落
等
自
立

再
生
緊
急
対
策
事
業
（
国
の

補
助
金
事
業
）
」
の
一
環
と

し
て
開
催
し
た
も
の
で
、
両

日
合
わ
せ
て
千
人
を
超
え
る

来
館
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

入
館
者
か
ら
は
、
「
素
晴
ら

し
い
企
画
に
驚
い
た
」
と
、

お
褒
め
の
言
葉
を
た
く
さ
ん

頂
き
ま
し
た
。

　
一
方
、
「
米
川
と
い
う
地

名
や
祭
は
テ
レ
ビ
や
新
聞
で

知
っ
て
い
る
が
、
訪
れ
た
こ

と
が
な
か
っ
た
。
こ
ん
な
に

歴
史
深
い
地
域
な
ん
だ
ね
」

と
、
驚
い
て
い
る
来
館
者
も

い
ま
し
た
。

　
「
過
疎
の
ま
ち
米
川
」
の

勢
い
と
パ
ワ
ー
を
広
く
Ｐ
Ｒ

で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
企
画
に
ご
支
援
・
ご

協
力
頂
い
た
皆
さ
ん
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
ま

た
次
の
企
画
？
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　
元
気
な
あ
い
さ
つ
と
笑
顔

が
特
徴
の
登
米
市
立
東
和
中

学
校
で
、
３
月
８
日
、
第
３

８
回
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
５

５
名
が
巣
立
ち
ま
し
た
。

　
９
年
間
の
義
務
教
育
を
終

え
、
伊
藤
勉
校
長
先
生
か
ら

卒
業
生
一
人
ひ
と
り
に
卒
業

証
書
が
、
作
法
正
し
く
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　
５
５
名
中
１
６
名
が
皆
勤

賞
、
ま
た
９
年
間
無
欠
席
が

３
名
お
り
、
会
場
か
ら
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
震
災
で
多
く
を
学
ん
だ
卒

業
生
を
代
表
し
て
、
前
生
徒

会
長
工
藤
香
里
さ
ん
（
＝
米

川
９
区
）
が
「
夢
に
向
か
っ

て
力
強
く
、
そ
し
て
全
て
の

方
に
感
謝
し
ま
す
」
と
、
９

年
間
の
思
い
を
答
辞
に
込
め

て
、
後
輩
へ
し
っ
か
り
と
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
を
し
ま
し
た
。

　 
春
　
希
望
の
春
、
輝
か
し

い
未
来
に
向
か
っ
て
！

　
登
米
市
立
米
川
小
学
校
で

３
月
１
８
日
、
平
成
２
５
年

度
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
１
６

名
が
６
年
間
の
義
務
教
育
を

無
事
修
了
し
ま
し
た
。

　
米
川
小
学
校
統
合
の
年
に

入
学
し
た
児
童
は
、
立
派
に

成
長
し
、
４
月
か
ら
東
和
中

学
校
に
。
３
年
生
で
震
災
を

体
験
し
「
絆
の
大
切
さ
、
あ

た
り
ま
え
で
あ
る
こ
と
の
あ

り
が
た
さ
を
学
ん
だ
」
と
、

PR 

１６ 

竹林をイメージした館内のレイアウト 

来館者に説明するスタッフ 

祝
卒
業 

 
 
東
和
中
 
名

 

 
 
米
川
小
 
名

 

55 

東
和
中
学
校

 

スポーツに勉強に頑張った５５名 

４
月
か
ら
２
名
体
制
 

萬城目氏 

米
川
小
学
校

 

夢に向かって大きく前進 

16 
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退
任
の
ご
挨
拶

　
　
　
館
長
　
沼
倉
祐
之

　　
こ
の
度
、
３
月
末
を
も
ち

ま
し
て
退
任
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
震
災
の
年
か
ら
在

職
３
年
。
米
川
の
皆
さ
ん
に

は
多
大
な
ご
支
援
ご
協
力
を

賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
良
き
出
会
い
に
恵
ま
れ
た

こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
掛
け

替
え
の
な
い
財
産
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
に

密
着
し
た
活
動
で
恩
返
し
を

致
す
所
存
で
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
、
退
任

の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

母
と
子
の
遊
具
に
揺
れ
て
里
の
ど
か

水
草
に
泳
ぎ
だ
し
た
る
蝌
蚪
の
群

長
閑
さ
や
老
い
の
二
人
の
サ
ン
ル
ー
ム

潮
干
狩
尻
濡
ら
し
て
も
夢
中
な
り

足を伸ばして　宮城ふるさとプラザ訪問！
東京・池袋にある『宮城ふるさとプラザ』を見学しまし
た。宮城県各所から物産がそろい、宮城産の物だけで
パーティーが開けそうです。土曜日夕方の池袋とあっ
て、大勢の買い物客で店内が賑わっていました。
地元の品が遠く離れた場所で多くの人の目に触れるの
はうれしいですね。

 米川公民館 俳句教室
選者：俳句教室講師　藤野尚之　氏

津
波
渦
に
砂
浜
消
え
し
潮
干
狩

潮
干
狩
赤
い
バ
ケ
ツ
の
女
の
子

子
の
手
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
た
る
蝌
蚪
の
紐

セ
シ
ウ
ム
を
気
に
し
て
行
き
ぬ
潮
干
狩

北
上
川
の
渡
し
場
跡
の
の
ど
け
し
や

選
者
の
一
句

米
川
　
及
川
豊
子

露
天
風
呂
流
れ
る
雲
の
の
ど
け
し
や

明
日
も
ま
た
挟
む
や
蝌
蚪
の
水
た
ま
り

水
門
の
日
射
し
に
群
る
る
蝌
蚪
の
陣

地域おこし協力隊全国サミットに参加
3月14日（土）東京で行われた『地域おこし協力隊
全国サミット』に参加しました。北海道から沖縄ま
で、全国の現協力隊・協力隊OBが集結しました。各
隊員が活動の報告をするシンポジウムと地域PRの
ブースに多くの人が訪れました。隊員間で情報交
換および課題の共有、解決策の模索などを行いま
した。各地域で、地域の特色を活かしたユニークな
取り組みが行われており、地域特有の食材を活かし
た食品もありました。
人口減少や少子高齢化の進む条件不利地域が
生き残こるには知恵が必要だということを改めて感
じました。裏を返せば、知恵を出し工夫すれば、そ
の地域ならではの存在感を示せるということです。
日本の各所で個性的で元気な取り組みが生まれて
いくのが楽しみです。

　　　　　　　地域おこし協力隊レポート　　　　米川地域おこし協力隊　浦田紗智
視察研修

3月9日（日）過疎集落等自立再生緊急対策事業の一環で、丸森町に視察研修に出かけました。参加者は総
勢22名。ソーシャルデザイナーの玉手孝行氏のコーディネートで、主体的に事業展開する人々を尋ねました。
東京で雑貨屋を営んでいた経験を活かして自ら生産した米を売るお米クリエーターの佐藤裕貴氏、「いなか道
の駅やしまや」の店主の八島哲郎氏、東京からIターンし花の生産販売を行う義高光氏にお話をうかがい、店舗
を視察しました。米川より更に山奥の地域で活躍する彼らの姿に参加者の皆さんも刺激を受けたようでした。

米
川
　
小
野
寺
和
彦

２月の兼題　　長閑　、蝌蚪　、潮干狩

米
川
　
小
野
寺
好
道

米
川
　
村
上
君
枝

米
川
　
及
川
ヤ
エ

米
川
　
千
葉
勝
保

米
川
　
千
葉
富
子

米
川
　
及
川
裕
子

錦
織
　
及
川
守
男

米
川
　
千
葉
サ
キ
コ

米
川
　
岸
名
和
子

玉手 孝行 氏 

買い物客で賑わうプラザ店内 

佐藤 裕貴 氏 
八島哲郎氏 

研修参加者のみなさん 

義高 光 氏 
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22 火 ふれあいｻﾛﾝ、ﾚｸﾀﾞﾝｽ
1 火 ﾊﾞﾝﾋﾞｰｽﾞ 23 水 泉趣会
2 水 県民共済、泉趣会、ｶﾗｵｹ教室 24 木
3 木 若草山みどりの会、福扇会 25 金
4 金 ﾊﾞﾝﾋﾞｰｽﾞ 26 土
5 土 27 日 黎明の郷づくりの会
6 日 28 月 ｼﾆｱ体力づくり教室
7 月 ｼﾆｱ体力づくり教室、ﾚｸﾀﾞﾝｽ 29 火 ﾚｸﾀﾞﾝｽ

ことほぎｶｲﾛﾌﾟﾗｸﾃｨｯｸ、ふれあいｻﾛﾝ 30 水 泉趣会
ﾊﾞﾝﾋﾞｰｽﾞ、東和中3学年PTA

9 水 1 木
10 木 福扇会 2 金
11 金 つるし飾り教室、絵手紙教室 3 土
12 土 4 日
13 日 黎明の郷づくりの会 5 月 ｼﾆｱ体力づくり教室
14 月 ｼﾆｱ体力づくり教室 6 火
15 火 ﾚｸﾀﾞﾝｽ 7 水 泉趣会
16 水 泉趣会、ｶﾗｵｹ教室 8 木
17 木 柳絮会米川俳句教室、福扇会 9 金 つるし飾り、あばせﾖｶﾞ教室
18 金 絵手紙教室 10 土
19 土 11 日
20 日 12 月 ｼﾆｱ体力づくり教室
21 月 ｼﾆｱ体力づくり教室  ※公民館事業又は利用許可申請済の団体のみ記載

５月の予定

よねかわ情報コーナー（催し物）
   鱒渕馬頭観世音（竹峯山大悲院華足寺）

 
　　　と　 き   平成２６年４月２７日（日）１０時
　　問合わせ先　　華足寺　電話　０２２０（４５）１２２１

　　　若草稲荷神社
　
 
 
　　　と　 き   平成２６年５月１日〜５月３日

計

114 173

72

１０区

７区

41 69

８区
９区 72

114

980 1,276

74
126

４月の予定

１区

米川の世帯数と人口

世帯数
348

平成２６年２月末現在

184
女

180 164
男

145

1,330

109
62

277

267

128

213
132

241122

2,606
131
183
271

354

計（人）

321164

149
３区 181
２区

103 110

119
135６区 90

79
４区 99
５区

行政区

8 火

119 157

        編集後記 
いよいよ新年度スタートです。米川地域振興
会では、 地域の活性化を目的に、多種の事
業を計画してまいります。今年度は特に、地
域おこし協力隊を増員し、2名体制で地域に
密着した、また積極的な情報発信で攻めの
活動を展開します。今年度も地域の皆様には
全面的なご支援ご協力をお願い致します。 

米川地域振興会ホームページ 
【宮城米川・里山だより】 
ＵＲＬ:ｈｔｔｐ://miyagi-Yonekawa.com/ 

・ 後援会奉納余興（１０時～） 

・ 献膳の儀式（１２時～） 

・ 護摩供養 
春季例大祭 

春季例大祭 


